
③
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

に
向

け
た

取
組

の
推

進
に

つ
い

て

4
9
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入
院

・入
院

外
別

に
み

た
医

科
1人

当
た

り
医

療
費

の
状

況
～

平
成

１
5年

度
　

老
人

医
療

費
～

北
海

道

青
森 岩

手

宮
城

秋
田

山
形

福
島

茨
城

栃
木

群
馬

埼
玉

千
葉

東
京

神
奈

川

新
潟

富
山

石
川

福
井

山
梨

長
野

岐
阜

静
岡

愛
知

三
重

滋
賀

京
都

大
阪

兵
庫

奈
良

和
歌

山 鳥
取 島

根

岡
山広

島

山
口

徳
島

香
川

愛
媛

高
知福

岡

佐
賀

長
崎

熊
本

大
分

宮
崎

鹿
児

島

沖
縄

25
0,

00
0

30
0,

00
0

35
0,

00
0

40
0,

00
0

45
0,

00
0 20

0,
00

0
25

0,
00

0
30

0,
00

0
35

0,
00

0
40

0,
00

0
45

0,
00

0
50

0,
00

0
55

0,
00

0

入
院

＋
食

事
分

（円
）

入 院 外 ＋ 調 剤 分 （ 円 ）

1人
当

た
り

医
療

費
（医

科
分

）
９

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
（医

科
分

）
８

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
（医

科
分

）
７

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
（医

科
分

）
６

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
（医

科
分

）
５

０
万

円

5
0

－50－



都
道

府
県

別
に

み
た

老
人

医
療

費
の

単
価

と
日

数
の

状
況

平
成

１
５

年
度

　
入

院
医

療
費

（食
事

分
を

含
む

）

沖
縄 鹿

児
島

宮
崎

大
分

熊
本

長
崎

佐
賀

福
岡

高
知

愛
媛

香
川

徳
島

山
口

広
島

岡
山

島
根 鳥

取

和
歌

山

奈
良

兵
庫

大
阪

京
都

滋
賀

三
重

愛
知

静
岡

岐
阜

長
野

山
梨

福
井

石
川

富
山

新
潟

東
京

千
葉

埼
玉 群

馬

栃
木

茨
城

福
島

山
形

秋
田

宮
城

岩
手青

森

北
海

道

19
,0

00

20
,0

00

21
,0

00

22
,0

00

23
,0

00

24
,0

00

25
,0

00

26
,0

00

27
,0

00

10
12

14
16

18
20

22
24

1人
当

た
り

日
数

（日
）

一 日 当 た り 医 療 費 （ 円 ）

1人
当

た
り

医
療

費
２

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
６

０
万

円

1人
当

た
り

医
療

費
５

０
万

円
1人

当
た

り
医

療
費

４
０

万
円

1人
当

た
り

医
療

費
３

０
万

円

5
1
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退
院

患
者

の
平

均
在

院
日

数
と

１
人

当
た

り
老

人
医

療
費

（入
院

）の
相

関

沖
縄

鹿
児

島

宮
崎

大
分

熊
本

長
崎

佐
賀

福
岡

高
知

愛
媛

香
川

徳
島

山
口

広
島

岡
山

島
根

鳥
取

和
歌

山
奈

良

兵
庫

大
阪

京
都

滋
賀

三
重

愛
知

静
岡

岐
阜

長
野

山
梨

福
井

石
川

富
山

新
潟

神
奈

川

東
京

千
葉

埼
玉

群
馬

栃
木

茨
城

福
島

山
形

秋
田

宮
城

岩
手青
森

北
海

道

20
0,

00
0

25
0,

00
0

30
0,

00
0

35
0,

00
0

40
0,

00
0

45
0,

00
0

50
0,

00
0

55
0,

00
0 30

.0
40

.0
50

.0
60

.0
70

.0
80

.0
90

.0

７
０

歳
以

上
退

院
患

者
の

平
均

在
院

日
数

１ 人 当 た り 老 人 医 療 費 （ 入 院 ）

資
料

出
所

：厚
生

労
働

省
大

臣
官

房
統

計
情

報
部

「患
者

調
査

」、
厚

生
労

働
省

保
険

局
「老

人
医

療
事

業
年

報
｝（

平
成

１
５

年
）

相
関

係
数

＝
　

０
．

６
３

９

（日
）

（円
）

5
2
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平
均

在
院

日
数

と
１

人
当

た
り

老
人

医
療

費
（入

院
）の

相
関

沖
縄

鹿
児

島

宮
崎

大
分

熊
本

長
崎

佐
賀

福
岡

高
知

愛
媛

香
川

徳
島

山
口

広
島

岡
山

島
根

鳥
取

和
歌

山
奈

良

兵
庫

大
阪

京
都

滋
賀

三
重

愛
知 静

岡

岐
阜

長
野

山
梨

福
井

石
川 富

山

新
潟

神
奈

川

東
京

千
葉

埼
玉

群
馬

栃
木

茨
城

福
島

山
形

秋
田

宮
城

岩
手

青
森

北
海

道

20
0,

00
0

25
0,

00
0

30
0,

00
0

35
0,

00
0

40
0,

00
0

45
0,

00
0

50
0,

00
0

55
0,

00
0 25

.0
30

.0
35

.0
40

.0
45

.0
50

.0
55

.0
60

.0

平
均

在
院

日
数

１ 人 当 た り 老 人 医 療 費 （ 入 院 ） 資
料

出
所

：保
険

局
調

査
課

調
べ

（厚
生

労
働

省
大

臣
官

房
統

計
情

報
部

「平
成

15
年

病
院

報
告

」、
厚

生
労

働
省

保
険

局
「老

人
医

療
事

業
年

報
」（

平
成

１
５
年

度
）よ

り
作

成
）

相
関

係
数

＝
　
０
．
６
９
６

（日
）

（円
）

平
均

在
院

日
数

と
１

人
当

た
り

老
人

医
療

費
（
入

院
）
の

相
関

5
3
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3
3
8
.0

1
7
2
.6

2
0
.23
6
.3

9
6
.0

1
7
.5

2
7
.1

2
7
0
.7

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

精
神

病
床

療
養

病
床

一
般

病
床

全
病

床

平
均

在
院

日
数

長
野

全
国

病
床

別
に

見
た

全
国

平
均

と
長

野
県

の
平

均
在

院
日

数
の

比
較

（
平

成
１

６
（
２

０
０

４
）
年

）

（
全

国
１

位
）

（
全

国
１

位
）

（
全

国
２

位
）

（
全

国
６

位
）

出
典

：
平

成
１

６
（
２

０
０

４
）
年

病
院

報
告

5
4
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○
「
老

人
病

院
」
ー

３
０

年
近

い
問

題

・
１

９
７

３
年

（
昭

和
４

８
年

）
老

人
医

療
費

無
料

化

・
１

９
８

３
年

（
昭

和
５

８
年

）
老

人
保

健
法

の
制

定
・
１

９
８

４
年

（
昭

和
５

９
年

）
「
特

例
許

可
老

人
病

棟
」
の

導
入

-
介

護
職

員
の

配
置

・
１

９
８

６
年

（
昭

和
６

１
年

）
老

人
保

健
施

設
の

創
設

・
１

９
９

０
年

（
平

成
２

年
）

ゴ
ー

ル
ド

プ
ラ

ン
（
高

齢
者

保
健

福
祉

推
進

十

カ
年

戦
略

）
の

開
始

・
１

９
９

３
年

（
平

成
５

年
）

「
療

養
型

病
床

群
」
の

創
設

（
医

療
法

改
正

）

-
定

額
制

・
２

０
０

０
年

（
平

成
１

２
年

）
介

護
保

険
制

度
の

施
行

・
２

０
０

１
年

（
平

成
１

３
年

）
「
療

養
病

床
」
の

創
設

（
医

療
法

改
正

）

療
養
病
床
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

○
療

養
病

床
は

、
介

護
保

険
制

度
を

め
ぐ

る
議

論
の

際
に

も
大

き
な

論
点

。

・
１

９
９

６
年

（
平

成
８

年
）
６

月
「
介

護
保

険
制

度
案

大
綱

」
（
老

人
保

健
福

祉
審

議
会

）

「
・
・
・
施

行
後

一
定

の
経

過
期

間
内

に
お

い
て

、
療

養
型

病
床

群
等

の
介

護
施

設

へ
の

転
換

を
図

る
も

の
と

す
る

。
」

○
２

０
０

０
年

（
平

成
１

２
年

）
の

介
護

保
険

制
度

施
行

時
に

、
療

養
型

病
床

群
は

介
護

保
険

適
用

と
医

療
保

険
適

用
と

に
分

か
れ

る
。

5
5
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6
,7

2
8

3
,2

3
5

3
,3

2
2

5
,5

6
3

約
２

５
万

床
約

１
３

万
床

約
２

８
万

床
約

３
６

万
床

４
０

万
円

程
度

３
５

万
円

程
度

２
５

万
円

程
度

２
４

万
円

程
度

１
２

．
４

万
円

程
度

１
１

．
５

万
円

程
度

９
．

７
万

円
程

度
９

．
０

万
円

程
度

・
6
.
4
㎡

以
上

　
（
1
室
4
人
以
下
）

・
6
．
4
㎡
以
上

　
（
1
室
4
人
以
下
）

・
8
㎡

以
上

　
（

1
室

4
人

以
下

）
・
1
0
.
6
5
㎡
以
上

　
（

1
室

4
人

以
下

）

医
師
　
３
人

医
師
　
３
人

医
師
　
　
１
人

医
師
（
嘱
託
医
で
可
）

　
　

　
　

　
　

必
要

数

看
護

職
員

　
２

０
人

看
護

職
員

　
１

７
人

看
護

職
員

　
９

人
介

護
職

員
と

看
護

職
員

の
総

数
  
3
4
人

介
護
職
員
　
２
０
人

介
護
職
員
　
１
７
人

介
護

職
員

　
２

５
人

(
う

ち
看

護
職

員
　

　
　

　
３

人
以

上
）

主
な

従
業

者
体
制

老
人
保
健
施
設

（
小

規
模

老
人

保
健

施
設
を
含
む
）

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
介

護
療

養
病

床

一
人

当
た

り
面
積

自
己

負
担

合
計

医
療

療
養

病
床

施
設

数

病
床

・
定

員
数

入
所
者
1
0
0
人
あ
た
り

平
均

的
な

一
人

当
た

り
給

付
費

高
い

低
い

広
い

狭
い

○
療

養
病

床
の

現
在

の
生

活
環

境
は

長
期

療
養

を
前

提
と

し
て

い
な

い
た

め
、

１
人

当
た

り
床

面
積

が
狭

い
○

療
養

病
床

に
か

か
る

費
用

は
老

健
施

設
・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

と
比

較
す

る
と

高
い

5
6
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北海道 28,954 1,534 30,488 25.5

青森 3,022 541 3,563 11.0

岩手 3,130 484 3,614 10.7

宮城 3,427 449 3,876 8.3

秋田 2,691 180 2,871 9.4

山形 1,859 193 2,052 6.7

福島 4,415 299 4,714 10.1

茨城 5,841 311 6,152 10.8

栃木 4,595 161 4,756 12.3

群馬 4,817 158 4,975 12.0

埼玉 14,425 80 14,505 12.6

千葉 9,865 411 10,276 9.8

東京 20,931 310 21,241 9.3

神奈川 12,607 217 12,824 8.8

新潟 5,868 71 5,939 10.3

富山 5,647 300 5,947 23.3

石川 5,237 233 5,470 22.6

福井 2,618 315 2,933 15.9

山梨 2,445 177 2,622 13.7

長野 3,819 431 4,250 8.2

岐阜 3,415 474 3,889 8.9

静岡 11,066 233 11,299 14.7

愛知 13,545 562 14,107 11.4

三重 4,517 359 4,876 12.3

滋賀 2,535 84 2,619 10.6

京都 7,009 136 7,145 13.5

大阪 24,525 200 24,725 15.4

兵庫 14,522 719 15,241 14.0

奈良 3,398 26 3,424 12.2

和歌山 2,813 346 3,159 12.7

鳥取 1,667 199 1,866 13.0

島根 2,580 354 2,934 14.7

岡山 5,538 661 6,199 14.3

広島 11,115 1,026 12,141 20.4

山口 10,149 415 10,564 28.6

徳島 4,873 561 5,434 28.0

香川 2,757 772 3,529 15.2

愛媛 5,788 1,104 6,892 19.8

高知 8,048 95 8,143 39.5

福岡 24,608 1,894 26,502 26.7

佐賀 4,889 781 5,670 29.4

長崎 6,897 1,116 8,013 23.3

熊本 10,984 1,537 12,521 28.9

大分 3,588 648 4,236 14.6

宮崎 4,236 910 5,146 19.3

鹿児島 10,565 1,610 12,175 28.3

沖縄 4,385 279 4,664 21.3

全国計 356,225 23,956 380,181 15.0

都道府県別療養病床数
（平成17年9月末現在）

病院 診療所 合計
老人人口千人当たり

療養病床数

5
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療
養

病
床

の
現

状

医
師

に
よ

る
直

接
医

療
提

供
頻

度

〔
中

医
協

「
慢

性
期

入
院

医
療

実
態

調
査

」
（
平

成
１

７
年

１
１

月
１

１
日

中
医

協
資

料
）
〕

7
.
2

%
3

2
.
9

%

3
3

.
9

%

5
0

.
1

%

4
8

.
8

%

1
.
1

%

1
.
5

%

0
.
2

%

0
.
3

%3
.
4

%

3
.
7

%

9
.
2

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

介
護

療
養

病
棟

医
療

療
養

2
4

時
間

体
制

1
日

数
回

毎
日

週
2

～
3

回
程

度
週

１
回

程
度

ほ
と

ん
ど

必
要

な
し

無
回

答

週
1回

程
度

ほ
と

ん
ど

必
要

な
し

○
療

養
病

床
の

入
院

患
者

の
う

ち
医

師
の

対
応

が
ほ

と
ん

ど
必

要
な

い
人

が
概

ね
５

割
。

（
１

）
平

均
在

院
日

数
（
平

成
１

５
年

病
院

報
告

）

全
病

床
そ

の
他

の
病

床
等

一
般

病
床

等
療

養
病

床
等

3
6
.4

2
8
.3

2
0
.7

1
7
2
.3

3
.3

4
.2

7
.7

8
.9

1
4
.3

人
口

千
人

当
た

り
病

床
数

6
.5

7
.6

1
3
.4

1
0
.9

3
6
.4

平
均

在
院

日
数

ア
メ

リ
カ

イ
ギ

リ
ス

フ
ラ

ン
ス

ド
イ

ツ
日

本

（
２

）
医

療
提

供
体

制
の

各
国

比
較

（
２

０
０

３
年

）
(
O
E
C
D

H
e
a
l
t
h

D
a
t
a

2
0
0
5
)

○
我

が
国

の
平

均
在

院
日

数
は

国
際

的
に

見
て

極
め

て
長

い
。

特
に

療
養

病
床

が
重

要
な

要
因

の
一

つ
。

5
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療
養

病
床

に
つ

い
て

は
、

医
療

の
必

要
度

の
高

い
患

者
を

受
け

入
れ

る
も

の
に

限
定

し
、

医
療

保
険

で
対

応
す

る
と

と
も

に
、

医
療

の
必

要
性

の
低

い
患

者
に

つ
い

て
は

、
病

院
で

は
な

く
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
を

含
む

在
宅

又
は

老
健

施
設

等
で

受
け

止
め

る
こ

と
で

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

Ⅰ
療

養
病

床
の

再
編

成
の

基
本

的
考

え
方

Ⅱ
新

し
い

診
療

報
酬

点
数

の
施

行

平
成

１
８

年
７

月
か

ら
、

患
者

の
医

療
の

必
要

性
等

に
応

じ
た

新
た

な
診

療
報

酬
点

数
が

施
行

さ
れ

る
。

施
行

に
当

た
っ

て
は

、
「
介

護
保

険
移

行
準

備
病

棟
」
、

「
同

一
病

棟
内

で
の

医
療

保
険

と
介

護
保

険
と

の
混

合
」
、

「
福

祉
医

療
機

構
か

ら
の

融
資

」
等

に
よ

り
、

医
療

機
関

の
経

営
に

も
配

慮
し

、
患

者
に

必
要

か
つ

適
切

な
医

療
が

確
保

で
き

る
よ

う
な

体
系

と
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

5
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療
養

病
床

に
つ

い
て

は
、

老
人

保
健

施
設

等
へ

の
転

換
を

進
め

る
た

め
、

①
医

療
療

養
病

床
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

度
ま

で
は

医
療

提
供

体
制

施
設

整
備

交
付

金
（
都

道
府

県
交

付
金

）
の

活
用

、
平

成
２

０
年

度
以

降
は

医
療

保
険

財
源

に
よ

る
転

換
支

援
措

置
②

介
護

療
養

病
床

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
交

付
金

に
よ

る
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
介

護
保

険
に

お
い

て
、

平
成

２
３

年
度

ま
で

に
必

要
な

受
入

れ
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

Ⅲ
療

養
病

床
の

転
換

支
援

策

Ⅳ
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
の

策
定

厚
生

労
働

省
に

お
い

て
は

、
都

道
府

県
の

協
力

を
得

て
地

域
ご

と
の

施
設

ニ
ー

ズ
や

関
係

者
の

意
向

の
把

握
を

急
ぐ

と
と

も
に

、
地

域
に

お
け

る
ケ

ア
体

制
の

整
備

の
方

針
や

療
養

病
床

転
換

に
係

る
計

画
な

ど
を

盛
り

込
ん

だ
「
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
」
を

策
定

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。 こ
れ

に
よ

り
、

来
年

夏
を

目
途

と
し

た
、

各
都

道
府

県
に

よ
る

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
」
の

策
定

を
支

援
し

、
施

設
の

適
切

な
対

応
を

促
す

と
と

も
に

、
介

護
保

険
事

業
計

画
、

医
療

計
画

及
び

医
療

費
適

正
化

計
画

が
整

合
性

を
も

っ
て

策
定

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
る

。

6
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医
療

保
険

適
用

経
過

措
置

・
介

護
保

険
移

行
準

備
病

棟
（
医

療
保

険
）

・
経

過
型

介
護

療
養

型
医

療
施

設
（
介

護
保

険
）

＜
平

成
２

４
年

度
＞

療 養 病 床

医
療

保
険

適
用

２
５

万
床

介
護

保
険

適
用

１
３

万
床

医
師

３
人

看
護

５
：
１

介
護

５
：
１

医
師

３
人

看
護

６
：
１

介
護

６
：
１

医
師

３
人

看
護

６
：
１

介
護

６
：
１

医
師

３
人

看
護

４
：
１

介
護

４
：
１

医
師

２
人

看
護

８
：
１

介
護

４
：
１

医
師

１
人

看
護

・
介

護
３

：
１

（
う

ち
看

護
職

員
２

／
７

）

ケ
ア

ハ
ウ

ス
等

老
健

施
設

医
療

の
必

要
性

に
応

じ
た

療
養

病
床

の
再

編
成

①
療

養
病

床
に

つ
い

て
は

、
医

療
の

必
要

度
の

高
い

患
者

を
受

け
入

れ
る

も
の

に
限

定
し

、
医

療
保

険
で

対
応

す
る

と
と

も
に

、
②

医
療

の
必

要
性

の
低

い
患

者
に

つ
い

て
は

、
病

院
で

は
な

く
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
の

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
又

は
老

健
施

設
等

で
受

け
止

め
る

こ
と

で
対

応
す

る
。

平
成

１
８

年
度

の
介

護
報

酬
・

診
療

報
酬

改
定

（
１

）
医

師
・
看

護
職

員
の

配
置

等
が

緩
和

さ
れ

た
「
経

過
型

介
護

療
養

型
医

療
施

設
（
仮

称
）
」
の

創
設

［
介

護
報

酬
改

定
］

将
来

的
な

老
健

施
設

等
へ

の
移

行
を

視
野

に
入

れ
た

平
成

２
３

年
度

末
ま

で
の

経
過

措
置

（
２

）
医

療
の

必
要

性
に

よ
る

区
分

の
導

入
［
診

療
報

酬
改

定
］

・
医

療
の

必
要

性
の

高
い

患
者

に
つ

い
て

は
評

価
を

引
き

上
げ

、
低

い
患

者
に

つ
い

て
は

評
価

を
引

き
下

げ
・
医

療
の

必
要

性
の

低
い

患
者

を
一

定
以

上
受

け
入

れ
て

い
る

場
合

に
つ

い
て

、
「
介

護
保

険
移

行
準

備
病

棟
」
を

平
成

２
３

年
度

末
ま

で
の

経
過

措
置

と
し

て
創

設

※
介

護
療

養
型

医
療

施
設

の
廃

止
（
平

成
２

４
年

３
月

）

在
宅

療
養

支
援

拠
点

１
５

万
床

万 床２
３

医
療

必
要

度
高

医
療

必
要

度
低

6
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医
療

療
養

２
５

万
人

１
５

万
人

介
護

保
険

へ
の

移
行

－
１

４
万

人

介
護

保
険

か
ら

の
移

行
＋

４
万

人

介
護

療
養

１
３

万
人

２
３

万
人

医
療

保
険

か
ら

の
移

行
＋

１
４

万
人

医
療

保
険

へ
の

移
行

－
４

万
人

平
成

１
８

年
度

平
成

２
４

年
度

老
人

保
健

施
設

１
５

万
～

１
７

万
人

ケ
ア

ハ
ウ

ス
等

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
を

含
む

在
宅

６
万

～
８

万
人

現
行

療
養

病
床

の
見

直
し

後
の

姿
（
粗

い
見

通
し

）

6
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療
養

病
床

に
お

け
る

診
療

報
酬

改
定

の
影

響
に

つ
い

て

１
．

平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

の
概

要
（
療

養
病

床
関

係
）

【
平
成
１
８
年
３
月
末
ま
で
】

【
平
成
１
８
年
４
月
～
６
月
】

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１

（
若
人
）

１
，
２
０
９
点

（
老
人
）

１
，
１
５
１
点

（
若
人
）
１
，
１
８
７
点

（
老
人
）
１
，
１
３
０
点

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
２

（
若
人
）

１
，
１
３
８
点

（
老
人
）

１
，
０
８
０
点

（
若
人
）
１
，
１
１
７
点

（
老
人
）
１
，
０
６
０
点

引
下

げ

患
者
分
類
の
導
入

＊
介
護
療
養
報
酬
に
は
医
療
療
養
で
加

算
と
し
て
評
価
さ
れ
る
療
養
環
境
加
算

（
１
１
５
点
）
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

比
較
の
た
め
に
１
１
５
単
位
を
引
い
た
も

の
を
示
し
て
い
る
。

６
６

７
単

位
要

介
護

１
（

低
←

医
療
の

必
要
性

→
高

）

７
７

７
単

位
要

介
護

２
医
療
区
分
３

医
療
区
分
２

医
療
区
分
１

１
，

０
１

５
単

位
要

介
護

３
１
，
７
４
０
点

１
，
２
２
０
点

７
６
４
点

Ａ
Ｄ
Ｌ
１

１
，

１
１

６
単

位
要

介
護

４
１
，
７
４
０
点

１
，
３
４
４
点

７
６
４
点

Ａ
Ｄ
Ｌ
２

１
，

２
０

７
単

位
要

介
護

５
１
，
７
４
０
点

１
，
３
４
４
点

８
８
５
点

Ａ
Ｄ
Ｌ
３

【
平
成
１
８
年
７
月
以
降
】

（
参

考
：

介
護

療
養

病
棟

＊
） 6
3
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２
．

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
当

た
っ

て
の

前
提

入
院

収
入

は
医

業
収

入
の

約
８

割

医
業

収
支

差
額

は
６

０
０

万
円

超
で

約
８

％
の

黒
字

（
医
療
法

人
の

療
養
病

床
を

有
し
な

い
一

般
病
院

で
は
収
支

差
額

が
約
１

４
０

万
円
で

０
．

９
％
の

黒
字
）

（
１
）
改
定
に
よ
る
患
者
一
人
当
た
り
報
酬
月
額
の
影
響
（
下
線
の
値
を
以
後
の
推
計
で
使
用
）

【
医

療
療

養
】

（
参
考
）
介
護
療
養
＊

医
療

区
分

１
約

３
６

万
円

医
療

区
分

２
約

５
２

万
円

（
平
成
１
７
年
１
０
月
改
定
前
）

平
均

約
４

３
万

円
→

平
均

約
３

９
万

円
他
に
食
費
・
居
住
費

は
原
則
自
己
負
担

医
療

区
分

３
約

６
５

万
円

（
改
定
前
）

平
均

約
４
９
万
円

（
前
頁
の
入

院
料
の
ほ
か
、

出
来
高
算
定

部
分
、
食
費
を

含
む
）

→

（
２
）
医
療
経
済
実
態
調

査
結
果
（
抜
粋
）
（
平
成
１
７
年
６
月
）

（
療
養
病
床
６
０
％
以
上
の
一
般
病
院
（
単
位
：
千
円
）
）

医
療

法
人

全
体

金
額

構
成

比
率

金
額

構
成

比
率

Ⅰ
医

業
収

入
7
8
,
7
1
5

1
0
0
.
0
%

8
0
,
9
6
9

1
0
0
.
0
%

１
入

院
収

入
（

再
掲

）
6
2
,
6
1
3

7
9
.
5
%

6
5
,
2
1
3

8
0
.
5
%

Ⅱ
医

業
費

用
7
2
,
1
6
4

9
1
.
7
%

7
4
,
7
2
7

9
2
.
3
%

Ⅲ
医

業
収

支
差

額
（

Ⅰ
－

Ⅱ
）

6
,
5
5
1

8
.
3
%

6
,
2
4
2

7
.
7
%

施
設

数
4
0

5
5

平
均

病
床

数
1
0
8

1
1
1

6
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３
．
モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

医
療
区
分
１
、
２
、
３
の
患
者
の
分
布
に
よ
る
影
響
（
医
療
療
養
６
０
床
で
入
院
患
者
６
０
人
の
場
合
）

［
例
１
］
医
療
区
分
の
分
布
が
全
国
平
均
で
あ
る
場
合

２
６

．
９

百
万

[－
２

．
３

]
（－

８
％

）
２

９
．
２

百
万

５
人

２
３
人

３
２
人

医
療

療
養

【
改
定
後
収
入
】

【
医
療
区
分
２
】
【
医
療
区
分
３
】
【
改
定
前
収
入
】

【
医
療
区
分
１
】

（
金
額
に
つ
い
て
は
四
捨
五
入
の
た
め
、
端
数
が
合
わ
な
い
事
が
あ
る
。
以
下
同
様
）

［
例
２
］
医
療
の
必
要
性
の
高
い
（
医
療
区
分
２
・
３
）
患
者
が
全
病
床
を
占
め
る
場
合

３
２

．
８

百
万

[＋
３

．
７

]
（＋

１
３
％

）
２

９
．
２

百
万

１
２
人

４
８
人

医
療

療
養

【
改
定
後
収
入
】

【
改
定
前
収
入
】

＊
た
だ
し
、
医
療
区
分
２
・
３
が
８
割
以
上
を
占
め
る
病
棟
で
は
人
員
配
置
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

［
例
３
］
医
療
の
必
要
性
の
低
い
（
医
療
区
分
１
）
患
者
が
全
病
床
を
占
め
る
場
合

２
１

．
８

百
万

[－
７

．
４

]
（－

２
５
％

）
２

９
．
２

百
万

６
０
人

医
療

療
養

【
改
定
後
収
入
】

【
改
定
前
収
入
】

７
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「
介

護
保

険
移

行
準

備
病

棟
」

○
医

療
療

養
病

棟
に

つ
い

て
、

経
過

的
に

、
「
患

者
の

状
態

に
合

わ
せ

て
、

医
師

、
看

護
職

員
等

の
配

置
を

薄
く
す

る
」
と

い
う

選
択

肢
も

設
け

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

○
具

体
的

に
は

、
平

成
１

８
年

６
月

３
０

日
時

点
に

お
い

て
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

等
を

算
定

し
て

い
る

病
棟

に
つ

い
て

は
、

医
療

区
分

１
の

患
者

を
６

割
以

上
入

院
さ

せ
て

い
る

場
合

に
は

、
平

成
２

４
年

３
月

３
１

日
ま

で
の

間
は

、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

へ
の

移
行

準
備

計
画

の
提

出
を

要
件

と
し

て
、

医
師

、
看

護
職

員
等

の
配

置
が

緩
和

さ
れ

た
類

型
を

創
設

し
、

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
の

算
定

を
認

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

＊
医

師
、

看
護

職
員

等
の

配
置

が
薄

く
な

る
こ

と
に

伴
い

、
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

の
点

数
を

低
く
す

る
も

の
で

は
な

い
。

医
師

看
護

職
員

看
護

補
助

者

通
常

の
医

療
療

養
病

棟
１

．
２

５
人

（
４

８
：
１

）
＊

病
院

単
位

の
最

低
数

３
人

１
２

人
（
５

：
１

の
場

合
）

１
２

人
（
５

：
１

の
場

合
）

介
護

保
険

移
行

準
備

病
棟

０
．

６
２

５
人

（
９

６
：
１

）
＊

病
院

単
位

の
最

低
数

２
人

８
人

（
８

：
１

の
場

合
）

１
５

人
（
４

：
１

の
場

合
）

医
療

療
養

病
棟

の
人

員
配

置
【
６

０
床

の
病

棟
の

例
】
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同
一

病
棟

内
で

の
医

療
保

険
と

介
護

保
険

と
の

混
合

○
同

一
の

療
養

病
棟

の
中

で
、

経
過

的
に

、
医

療
保

険
と

介
護

保
険

と
の

双
方

か
ら

給
付

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

取
扱

い
を

拡
大

し
、

「
患

者
の

状
態

に
合

わ
せ

て
、

よ
り

適
切

な
方

か
ら

給
付

を
受

け
る

」
と

い
う

選
択

肢
も

設
け

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
○

具
体

的
に

は
、

平
成

２
１

年
３

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
つ

い
て

は
、

①
医

療
療

養
病

棟
の

中
の

一
部

の
病

室
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

見
込

量
の

範
囲

内
で

介
護

保
険

の
指

定
を

受
け

て
、

介
護

保
険

か
ら

給
付

を
受

け
る

こ
と

②
介

護
療

養
型

医
療

施
設

の
病

棟
の

中
の

一
部

の
病

室
に

つ
い

て
、

介
護

保
険

の
指

定
を

外
し

、
医

療
保

険
か

ら
給

付
を

受
け

る
こ

と
を

一
定

の
要

件
の

下
に

可
能

と
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

具
体

的
な

活
用

例

【
①

の
活

用
例

】
現

在
の

医
療

療
養

病
棟

の
中

の
、

医
療

の
必

要
性

は
低

い
が

介
護

の
必

要
度

は
高

い
患

者
に

つ
い

て
、

介
護

保
険

か
ら

給
付

を
受

け
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
【
②

の
活

用
例

】
現

在
の

介
護

療
養

型
医

療
施

設
の

病
棟

の
中

の
、

医
療

の
必

要
性

が
高

い
患

者
に

つ
い

て
、

医
療

保
険

か
ら

給
付

を
受

け
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
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（
参

考
）

１
．

経
営

が
困

難
に

な
っ

た
場

合
の

融
資

に
つ

い
て

医
療
の
必
要
性
が
低
く
、
ま
た
、
介
護
の
必
要
度
も
低
い
患
者
が
多
数
入
院
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
今
回
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
を
受
け
て
、
一
時
的
な
資
金
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
経
営
安
定
化
資
金
（
長
期
運
転
資
金
）

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
具
体
的
内
容
）

【
償
還
期
間
・
据
置
期
間
】
５
年
以
内
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
７
年
以
内

（
う
ち
据
置
期
間
１
年
以
内
）

【
資
金
使
途
】
一
時
的
な
特
殊
要
因
等
に
よ
り
生
じ
た
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
繰
り
資
金

、
経
営
改
善
の
た
め
に
必
要
な
資
金

【
融
資
限
度
額
】
病
院
：
１
億
円
、
診
療
所
：
４
，
０
０
０
万
円

２
．

療
養

病
床

を
有

す
る

病
院

の
状

況
に

つ
い

て
（

平
成

１
６

年
医

療
施

設
調

査
）

○
一
般
病
院
数

７
，

９
９

９
病

院
の

う
ち

、
４

，
２

９
１
病
院
が
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
。

（
療
養
病
床
数
は

３
４

９
，

４
５

０
床

）
（
１
病
院
平
均

８
１
床
）

○
そ
の
う
ち
、

５
０

７
病
院
が
５
０
床
未
満
（
療
養
病
床
数
は
１
６
，
２
７
１
床
）

○
そ
の
う
ち
、
３
１
７
病
院
が

１
０

０
％
療
養
病
床
の
病
院
。
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老
人
保
健
施
設

ケ
ア
ハ

ウ
ス

有
料
老
人
ホ

ー
ム
等

グ
ル

ー
プ
ホ

ー
ム

在
宅
療
養
支
援
拠
点

医
療
療
養
病
床

介
護
療
養
病
床

医
師

・
看

護
職

員
等

の
配

置
等

が
緩

和
さ
れ
た
経

過
的

類
型

注
：
現

行
の
療

養
病

床
の
ほ
か
に
、
将

来
的

な
老
人
保
健
施
設
や
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
等

へ
の
転

換
を
念

頭
に
移

行
促

進
措

置
を

設
け
る

療
養

病
床

が
老

健
施

設
に
転

換
す
る
場

合
の
施

設
基

準
の
緩

和

注
：
既

存
の
建

物
を
そ
の
ま
ま
活

用
し
て
老

人
保

健
施

設
に
円

滑
に
転

換
で
き
る
よ
う
、

６
年

間
は
１
床

当
た
り
面

積
を
６
．
４

㎡
（
老

人
保

健
施

設
は
８
㎡

）
で
可

と
す

る
な
ど
、
経

過
的

に
施

設
基

準
を
緩

和

第
４
期

の
介

護
保

険
事

業
計

画
に
お
い
て

病
床

の
転

換
が
円

滑
に
行

わ
れ
る
よ
う

参
酌

標
準

を
見

直
し

（
健

保
法

改
正

法
の
附

則
で
措

置
）

病
床

転
換

療
養
病
床
が
転
換
す
る
と
き
の
支
援
措
置

医
療
療
養
病
床
を
対
象
と
し
た
転
換
支
援
措
置

介
護
療
養
病
床
を
対
象
と
し
た
転
換
支
援
措
置

※
医

療
提

供
体

制
施

設
整

備
交

付
金

（
都

道
府

県
交

付
金

）
の

メ
ニ

ュ
ー

項
目

の
活

用
に

よ
り

対
応

（
～

平
成

２
０

年
度

）

※
医

療
療

養
病

床
を

老
人

保
健

施
設

又
は

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
施

設
に

転
換

す
る

た
め

に
要

す
る

費
用

を
医

療
保

険
財

源
に

よ
り

助
成

（
平

成
２

０
年

度
～

）

※
市

町
村

交
付

金
に

よ
る

支
援

介
護

療
養

型
医

療
施

設
等

の
機

能
転

換
を

促
進

○
療

養
病

床
に

つ
い

て
、

老
人

保
健

施
設

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
の

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
へ

の
転

換
を

進
め

る
た

め
、

転
換

支
援

の
助

成
等

を
行

う
と

と
も

に
、

介
護

保
険

に
お

い
て

、
平

成
２

３
年

度
ま

で
に

必
要

な
受

け
入

れ
を

図
る

。
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病
床

転
換

助
成

事
業

に
つ

い
て

病
床

転
換

助
成

事
業

に
つ

い
て

１
．

医
療

費
適

正
化

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

平
均

在
院

日
数

短
縮

の
た

め
の

取
組

の
柱

と
し

て
、

療
養

病
床

等
の

長
期

入
院

病
床

を
老

人
保

健
施

設
や

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

に
転

換
す

る
こ

と
に

よ
る

病
床

削
減

を
位

置
づ

け
る

。

２
．

病
床

転
換

助
成

事
業

（
医

療
保

険
財

源
を

活
用

し
た

整
備

費
助

成
）

（
１

）
条

件
○

療
養

病
床

等
の

長
期

入
院

病
床

を
老

人
保

健
施

設
又

は
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

施
設

に
転

換
す

る
こ

と
。

○
改

修
、

新
築

と
も

可
。

新
築

の
場

合
、

同
じ

保
健

福
祉

圏
域

内
で

あ
れ

ば
、

別
の

場
所

で
も

可
。

※
主

と
し

て
医

療
療

養
病

床
か

ら
の

転
換

を
想

定
す

る
が

、
長

期
入

院
と

な
っ

て
い

る
一

般
病

床
や

精
神

病
床

か
ら

の
転

換
も

対
象

と
す

る
方

向
。

（
２

）
補

助
単

価
（
検

討
中

）

（
３

）
病

床
転

換
数

の
見

込
み

（
～

２
０

１
２

年
度

）
医

療
療

養
病

床
２

５
万

床
→

１
５

万
床

（
４

）
財

源
○

事
業

実
施

主
体

：
都

道
府

県
○

費
用

負
担

割
合

：
国

：
都

道
府

県
：
被

用
者

・
国

保
保

険
者

支
援

金
＝

１
０

：
５

：
１

２
7
0

－70－



３
．

手
続

き

○
平

成
１

９
年

度
以

降
、

毎
年

度
、

各
都

道
府

県
は

、
県

内
の

医
療

療
養

病
床

を
有

す
る

医
療

機
関

等
か

ら
、

病
床

転
換

の
意

向
聴

取
を

行
い

、
翌

年
度

に
お

け
る

予
定

転
換

数
を

把
握

す
る

。

○
厚

生
労

働
省

は
、

各
都

道
府

県
が

把
握

し
た

数
字

を
集

計
し

、
政

令
で

定
め

た
給

付
費

に
対

す
る

上
限

比
率

の
範

囲
内

に
あ

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

。

○
各

都
道

府
県

は
、

厚
生

労
働

大
臣

と
協

議
し

て
、

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

の
額

を
定

め
る

。

○
厚

生
労

働
省

は
、

費
用

額
を

社
会

保
険

診
療

報
酬

支
払

基
金

に
伝

え
、

基
金

に
お

い
て

保
険

者
か

ら
の

病
床

転
換

支
援

金
の

徴
収

及
び

都
道

府
県

へ
の

交
付

を
行

う
。

○
病

床
転

換
助

成
事

業
に

つ
い

て
は

、
医

療
費

適
正

化
計

画
期

間
１

期
（
５

年
間

）
の

終
了

ご
と

に
、

継
続

す
る

か
ど

う
か

を
含

め
た

内
容

の
見

直
し

を
行

う
。

４
．

事
業

規
模

○
年

間
最

大
４

０
０

億
円

程
度

と
す

る
予

定
。

（
詳

細
は

今
後

検
討

。
）
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附
則

（
病

床
転

換
助

成
事

業
）

第
二

条
都

道
府

県
は

、
政

令
で

定
め

る
日

ま
で

の
間

、
当

該
都

道
府

県
に

お
け

る
医

療
費

適
正

化
を

推
進

す
る

た
め

、
当

該
都

道
府

県
の

区
域

内
に

あ
る

保
険

医
療

機
関

（
医

療
法

人
そ

の
他

の
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
者

が
開

設
す

る
も

の
に

限
る

。
）
に

対
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

病
院

又
は

診
療

所
の

開
設

者
が

行
う

病
床

の
転

換
（
医

療
法

第
七

条
第

二
項

各
号

に
掲

げ
る

病
床

の
種

別
の

う
ち

厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る

も
の

の
病

床
数

を
減

少
さ

せ
る

と
と

も
に

、
介

護
保

険
法

第
八

条
第

二
十

二
項

に
規

定
す

る
介

護
保

険
施

設
（
同

法
第

四
十

八
条

第
一

項
第

三
号

に
規

定
す

る
指

定
介

護
療

養
型

医
療

施
設

を
除

く
。

）
そ

の
他

厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る

施
設

に
つ

い
て

新
設

又
は

増
設

に
よ

り
、

病
床

の
減

少
数

に
相

当
す

る
数

の
範

囲
内

に
お

い
て

入
所

定
員

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）
に

要
す

る
費

用
を

助
成

す
る

事
業

（
以

下
「
病

床
転

換
助

成
事

業
」
と

い
う

。
）
を

行
う

も
の

と
す

る
。

（
病

床
転

換
助

成
事

業
の

費
用

の
額

の
決

定
）

第
三

条
都

道
府

県
知

事
は

、
病

床
転

換
助

成
事

業
に

要
す

る
費

用
の

額
を

定
め

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
厚

生
労

働
大

臣
に

協
議

し
、

そ
の

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

厚
生

労
働

大
臣

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

協
議

を
す

る
に

際
し

て
は

、
各

都
道

府
県

に
お

け
る

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

の
額

の
総

額
が

、
当

該
年

度
に

お
け

る
す

べ
て

の
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合

の
療

養
の

給
付

等
に

要
す

る
費

用
の

額
の

予
想

額
の

総
額

に
、

す
べ

て
の

都
道

府
県

に
お

け
る

病
床

の
転

換
の

見
込

み
及

び
そ

れ
に

要
す

る
費

用
の

予
想

額
等

を
勘

案
し

て
政

令
で

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
を

超
え

な
い

よ
う

調
整

す
る

も
の

と
す

る
。

３
厚

生
労

働
大

臣
は

、
都

道
府

県
が

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

の
額

を
定

め
た

と
き

は
、

支
払

基
金

に
対

し
、

そ
の

金
額

を
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

（
費

用
の

支
弁

）
第

四
条

都
道

府
県

は
、

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

及
び

当
該

事
業

に
関

す
る

事
務

の
執

行
に

要
す

る
費

用
を

支
弁

す
る

。

（
国

の
交

付
金

）
第

五
条

国
は

、
政

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

都
道

府
県

に
対

し
、

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

の
額

の
二

十
七

分
の

十
に

相
当

す
る

額
を

交
付

す
る

。

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（
抄

）
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（
病

床
転

換
助

成
交

付
金

）
第

六
条

都
道

府
県

が
附

則
第

四
条

の
規

定
に

よ
り

支
弁

す
る

費
用

の
二

十
七

分
の

十
二

に
相

当
す

る
額

に
つ

い
て

は
、

政
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
支

払
基

金
が

当
該

都
道

府
県

に
対

し
て

交
付

す
る

病
床

転
換

助
成

交
付

金
を

も
つ

て
充

て
る

。
２

前
項

の
病

床
転

換
助

成
交

付
金

は
、

次
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
支

払
基

金
が

徴
収

す
る

病
床

転
換

支
援

金
を

も
つ

て
充

て
る

。

（
病

床
転

換
支

援
金

の
徴

収
及

び
納

付
義

務
）

第
七

条
支

払
基

金
は

、
附

則
第

十
一

条
第

一
項

に
規

定
す

る
業

務
及

び
当

該
業

務
に

関
す

る
事

務
の

処
理

に
要

す
る

費
用

に
充

て
る

た
め

、
年

度
ご

と
に

、
保

険
者

か
ら

病
床

転
換

支
援

金
及

び
病

床
転

換
助

成
関

係
事

務
費

拠
出

金
（
以

下
「
病

床
転

換
支

援
金

等
」
と

い
う

。
）
を

徴
収

す
る

。
２

保
険

者
は

、
病

床
転

換
支

援
金

等
を

納
付

す
る

義
務

を
負

う
。

（
病

床
転

換
支

援
金

の
額

）
第

八
条

前
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
各

保
険

者
か

ら
徴

収
す

る
病

床
転

換
支

援
金

の
額

は
、

当
該

年
度

に
お

け
る

病
床

転
換

助
成

事
業

に
要

す
る

費
用

の
二

十
七

分
の

十
二

に
相

当
す

る
額

を
、

厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

算
定

し
た

当
該

年
度

に
お

け
る

す
べ

て
の

保
険

者
に

係
る

加
入

者
の

見
込

総
数

で
除

し
て

得
た

額
に

、
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
算

定
し

た
当

該
年

度
に

お
け

る
当

該
保

険
者

に
係

る
加

入
者

の
見

込
数

を
乗

じ
て

得
た

額
と

す
る

。

（
病

床
転

換
助

成
関

係
事

務
費

拠
出

金
の

額
）

第
九

条
附

則
第

七
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
各

保
険

者
か

ら
徴

収
す

る
病

床
転

換
助

成
関

係
事

務
費

拠
出

金
の

額
は

、
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

当
該

年
度

に
お

け
る

附
則

第
十

一
条

第
一

項
に

規
定

す
る

支
払

基
金

の
業

務
に

関
す

る
事

務
の

処
理

に
要

す
る

費
用

の
見

込
額

を
基

礎
と

し
て

、
各

保
険

者
に

係
る

加
入

者
の

見
込

数
に

応
じ

、
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
算

定
し

た
額

と
す

る
。

（
中

略
）

（
病

床
転

換
助

成
事

業
に

係
る

支
払

基
金

の
業

務
）

第
十

一
条

支
払

基
金

は
、

第
百

三
十

九
条

第
一

項
に

掲
げ

る
業

務
の

ほ
か

、
保

険
者

か
ら

病
床

転
換

支
援

金
等

を
徴

収
し

、
都

道
府

県
に

対
し

病
床

転
換

助
成

交
付

金
を

交
付

す
る

業
務

及
び

こ
れ

に
附

帯
す

る
業

務
を

行
う

。
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①
都

道
府

県
交

付
金

は
、
廃

止
・
一

般
財

源
化

②
市
町
村
交
付
金
は
、
対
象
事
業
の
範
囲
を
拡
充
し
、
利
用
し
や

す
い
制

度
へ
と
改

善

①
都

道
府

県
交

付
金

は
、
廃

止
・
一

般
財

源
化

②
市
町
村
交
付
金
は
、
対
象
事
業
の
範
囲
を
拡
充
し
、
利
用
し
や

す
い
制

度
へ
と
改

善

都
道

府
県

交
付

金

特
養

、
老

健
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等

大
規
模
・広

域
型
の
施
設
の
整
備

市
町

村
交

付
金

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

拠
点
等
の
整
備

【
平

成
１

７
年

度
】

【
平

成
１

８
年

度
】

廃
止

・
一

般
財

源
化

対
象

範
囲

を
拡

充
(交

付
金

の
メ

ニ
ュ

ー
を

３
つ

に
再

編
)

①
地

域
介

護
・
福

祉
空

間
整

備
交

付
金

（
ハ

ー
ド

交
付

金
）

・地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
拠

点
等

の
整

備

③
先

進
的

事
業

支
援

特
例

交
付

金
（
ハ

ー
ド

交
付

金
）

・介
護
療
養
型
医
療
施
設
か
ら
老
健
等
へ
の
施
設
転
換

・既
存
特
養
の
個
室
・ユ

ニ
ッ
ト化

改
修

・緊
急
シ
ョ
ー
トス

テ
イ
居
室
の
整
備

等

②
地

域
介

護
・
福

祉
空

間
推

進
交

付
金

（
ソ

フ
ト

交
付

金
）

・地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
等

の
導

入
に
必
要
な
設

備
や
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・高

齢
者
と
障
害
者
・子

ど
も
と
の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

等

（
８

６
６

億
円

）

（
３

９
０

億
円

）

（
４

７
６

億
円

）

【
平

成
１

６
年

度
以

前
】

社
会

福
祉

施
設

等
施

設
整

備
費

補
助

市
町

村
に

対
す

る
直

接
補

助
制

度
な

し

地
方

自
治

体
か
ら
、
事

務
手

続
き
が
煩

雑
、
使

い
勝

手
が
悪

い
と
い
う
声

が
あ
る

こ
と
を
踏

ま
え
、
交

付
金

化
す
る
こ
と
で
、

事
務
の
簡
素
化
、
地
方
の
裁
量
の
拡
大

を
図
る
。

地
方

自
治

体
か
ら
、
事

務
手

続
き
が
煩

雑
、
使

い
勝

手
が
悪

い
と
い
う
声

が
あ
る

こ
と
を
踏

ま
え
、
交

付
金

化
す
る
こ
と
で
、

事
務
の
簡
素
化
、
地
方
の
裁
量
の
拡
大

を
図
る
。

個
々
の
施
設

ご
と
に
固
定
的
な

補
助

基
準

単
価

に
よ
り
補

助

個
々
の
施
設

ご
と
に
固
定
的
な

補
助

基
準

単
価

に
よ
り
補

助

○
平
成
1
8
年
度

に
廃
止
・税

源
移

譲
さ
れ
る
国

の
施

設
整
備
費
補
助
金
に
係

る
施
設
整

備

に
要

す
る
事

業
費

の
う
ち
、
従

来
の
補

助
金

相
当

部
分

（
補

助
率

か
さ
上

げ
部

分
を
含

む
。
）

に
つ
い
て
は
、
原

則
と

し
て
｢特

別
の
地

方
債

｣を
充

当
。

○
当

該
地

方
債

の
元

利
償

還
金

に
つ
い
て
は
、
後

年
度

そ
の
1
0
0
%
を
普

通
交

付
税

の
基

準

財
政
需
要
額
に
算
入
。

地
域

介
護

・
福

祉
空

間
整

備
等

交
付

金
の

見
直

し
地

域
介

護
・
福

祉
空

間
整

備
等

交
付

金
の

見
直

し
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反
映

地
域

ケ
ア

モ
デ

ル
プ

ラ
ン

の
作

成

地
域

ケ
ア

整
備

指
針

（
仮

称
）

(H
1
8
年

中
目

途
)

国

・
具

体
的

に
い

く
つ

か
の

老
人

保
健

福
祉

圏
域

を
取

り
上

げ
、

地
域

の
施

設
整

備
水

準
、

高
齢

化
の

状
況

、
将

来
ニ

ー
ズ

等
に

応
じ

た
モ

デ
ル

プ
ラ

ン
を

作
成

・
地

域
ケ

ア
体

制
整

備
の

方
針

・
各

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
見

込
み

　
　

老
健

施
設

・
特

養
・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
　

　
　

　
　

…
老

人
保

健
福

祉
圏

域
単

位
　

　
　

　
　

　
 都

道
府

県
が

広
域

的
に

調
整

　
　

地
域

密
着

サ
ー

ビ
ス

　
　

　
　

　
…

市
町

村
の

日
常

生
活

圏
域

単
位

・
療

養
病

床
の

転
換

　
　

相
談

体
制

・
助

成
等

転
換

支
援

措
置

の
検

討

・
医

療
機

関
の

機
能

分
化

・
連

携
と

医
療

機
能

の
集

約
化

・
重

点
化

の
促

進
・
事

業
別

の
指

標
と

数
値

目
標

・
事

業
ご

と
の

医
療

連
携

体
制

　
等

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

に
関

す
る

政
策

目
標 ・
療

養
病

床
数

の
目

標
・
医

療
費

適
正

化
の

取
組

を
行

う
こ

と
に

よ
る

医
療

費
の

見
通

し
　

等

・
各

年
度

の
施

設
の

必
要

利
用

定
員

総
数

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
量

の
見

込
み

　
等

反
映

都
道

府
県

都
道

府
県

医
療

計
画

（
Ｈ

２
０

～
２

４
）

都
道

府
県

医
療

費
適

正
化

計
画

（
Ｈ

２
０

～
２

４
）

第
4
期

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

（
Ｈ

２
１

～
２

３
）

都
道

府
県

地
域

ケ
ア

整
備

構
想

（
仮

称
）

（
H

1
9
夏

目
途

)

地
域

ケ
ア

整
備

指
針

（
仮

称
）

と
関

係
計

画
の

位
置

付
け

(案
)

地
域

ケ
ア

整
備

指
針

（
仮

称
）
の

検
討

・
地

域
ケ

ア
体

制
整

備
の

基
本

方
針

・
地

域
の

利
用

見
込

み
の

設
定

・
療

養
病

床
の

転
換

・
各

計
画

へ
の

反
映

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

の
基

本
指

針
（
H

1
9
目

途
）

・
都

道
府

県
計

画
・
市

町
村

計
画

の
基

本
的

事
項

（
参

酌
標

準
、

他
の

計
画

と
の

関
係

等
）
　

等

医
療

計
画

の
基

本
指

針
（
案

）
　

（
H

1
9
目

途
）

全
国

医
療

費
適

正
化

基
本

方
針

（
案

）
　

(Ｈ
1
9
目

途
)

・
医

療
機

能
に

関
す

る
指

標
・
望

ま
し

い
保

健
医

療
提

供
体

制
　

等

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

に
関

す
る

政
策

目
標

・
医

療
費

の
見

通
し

　
等

<
療

養
病

床
の

転
換

に
関

連
す

る
部

分
>

療
養

病
床

の
再

編
成

に
伴

う
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
の

検
討

市
町

村
と

協
力

の
上

以
下

を
策

定

(Ｈ
２

０
～

)
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地
域

ケ
ア

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
①

○
今

後
本

格
化

す
る

療
養

病
床

の
再

編
成

を
踏

ま
え

、
各

地
域

に
お

い
て

は
、

そ
の

受
け

皿
づ

く
り

を
含

め
将

来
的

な
ニ

ー
ズ

や
社

会
資

源
の

状
況

等
に

即
し

た
「
地

域
ケ

ア
体

制
」
の

計
画

的
な

整
備

を
行

う
こ

と
が

必
要

。

地
域

ケ
ア

体
制

の
整

備
の

基
本

方
針

等
を

内
容

と
す

る
「

地
域

ケ
ア

整
備

指
針

（
仮

称
）

」
の

策
定

等

○
こ

の
た

め
、

都
道

府
県

に
お

い
て

、
地

域
ケ

ア
体

制
の

整
備

方
針

で
あ

る
「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
」
を

作
成

。

○
都

道
府

県
は

地
域

ケ
ア

整
備

構
想

を
踏

ま
え

、
「
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
」
、

「
医

療
計

画
」
及

び
「
医

療
費

適
正

化
計

画
」

を
策

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

分
野

に

わ
た

る
横

断
的

・
統

一
的

な
基

本
方

針
の

策
定

と
関

係
部

局
の

密
接

な
連

携
を

図
る

。

【
国

の
支

援
】
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＜
国

が
策

定
す

る
「
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
（
仮

称
）
＞

＜
国

が
策

定
す

る
「
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
（
仮

称
）
＞

・
学

識
経

験
者

か
ら

な
る

研
究

班
を

設
置

・
「
地

域
ケ

ア
モ

デ
ル

プ
ラ

ン
事

業
（
仮

称
）
」
を

展
開

上
記

を
策

定
す

る
た

め
に

・
・
・

地
域

ケ
ア

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
②

①①
地

域
ケ

ア
体

制
の

整
備

の
基

本
方

針
地

域
ケ

ア
体

制
の

整
備

の
基

本
方

針
○

療
養

病
床

の
再

編
成

を
踏

ま
え

た
地

域
ケ

ア
体

制
の

整
備

の
基

本
的

な
考

え
方

を
提

示
。

②②
地

域
の

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
・
利

用
見

込
み

の
設

定
に

つ
い

て
地

域
の

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
・
利

用
見

込
み

の
設

定
に

つ
い

て
○

療
養

病
床

の
再

編
成

と
と

も
に

、
将

来
的

な
高

齢
化

の
進

展
や

独
居

世
帯

の
増

加
等

を

踏
ま

え
た

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
の

推
計

、
そ

れ
に

対
応

し
た

利
用

見
込

み
の

設
定

に
関

す
る

考
え

方
を

提
示

。

③③
療

養
病

床
の

転
換

に
つ

い
て

療
養

病
床

の
転

換
に

つ
い

て
○

個
別

の
医

療
機

関
（
療

養
病

床
）
の

転
換

を
進

め
る

場
合

に
配

慮
す

べ
き

事
項

な
ど

を
提

示
。

④④
各

計
画

へ
の

反
映

に
つ

い
て

各
計

画
へ

の
反

映
に

つ
い

て
○○

「
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
」
「
医

療
計

画
」
「
医

療
費

適
正

化
計

画
」
へ

反
映

さ
せ

る
場

合
「
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
」
「
医

療
計

画
」
「
医

療
費

適
正

化
計

画
」
へ

反
映

さ
せ

る
場

合

に
配

慮
す

べ
き

事
項

を
提

示
。

に
配

慮
す

べ
き

事
項

を
提

示
。

7
7

－77－



①
地

域
ケ

ア
体

制
の

整
備

の
方

針
○

療
養

病
床

の
再

編
成

を
踏

ま
え

た
、

都
道

府
県

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

体
制

整
備

の
基

本
的

な
考

え
方

を
提

示
。

②
地

域
の

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
○

療
養

病
床

の
再

編
成

と
と

も
に

、
将

来
的

な
高

齢
化

の
進

展
や

独
居

世
帯

等
の

増
加

等
を

踏
ま

え
た

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
を

提
示

。

③
各

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
見

込
み

に
つ

い
て

○
将

来
の

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

、
各

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
見

込
み

を
提

示
。

④
療

養
病

床
の

転
換

に
つ

い
て

○
療

養
病

床
の

転
換

プ
ラ

ン
を

提
示

。

※
都

道
府

県
は

、
上

記
の

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
（
仮

称
）
」
を

踏
ま

え
、

「
介

護
保

険
事

業
支

援

計
画

」
、

「
医

療
計

画
」
及

び
「
医

療
費

適
正

化
計

画
」
を

策
定

す
る

＜
都

道
府

県
が

作
成

す
る

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
（
仮

称
）
＞

＜
都

道
府

県
が

作
成

す
る

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
（
仮

称
）
＞

地
域

ケ
ア

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
③
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○
Ｈ

１
８

年
夏

＜
国

＞
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
に

つ
い

て
研

究
班

を
設

置
し

、
検

討
を

開
始

。
地

域
ケ

ア
モ

デ
ル

プ
ラ

ン
事

業
を

開
始

。
＜

都
道

府
県

＞
療

養
病

床
関

係
調

査
の

実
施

秋
＜

国
＞

「
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
案

（
中

間
と

り
ま

と
め

）
」

の
公

表
。

＜
都

道
府

県
＞

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
」

の
検

討
開

始

冬
＜

国
＞

「
地

域
ケ

ア
整

備
指

針
（

最
終

と
り

ま
と

め
）

」
の

決
定

。
※

地
域

ケ
ア

モ
デ

ル
プ

ラ
ン

も
提

示
。

○
Ｈ

１
９

年
夏

＜
都

道
府

県
＞

「
地

域
ケ

ア
整

備
構

想
」

の
策

定
ま

で
に

＜
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

＞
＜

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
＞

地
域

ケ
ア

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
④
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医
療

制
度

改
革

関
連

法
案

に
係

る
参

・
厚

労
委

に
お

け
る

附
帯

決
議

（
平

成
１

８
年

６
月

１
３

日
）

抄

十
療

養
病

床
の

再
編

成
に

当
た

っ
て

は
、

す
べ

て
の

転
換

を
希

望
す

る
介

護
療

養
病

床
及

び
医

療
療

養
病

床
が

老
人

保
健

施
設

等
に

確
実

に
転

換
し

得
る

た
め

に
、

老
人

保
健

施

設
の

構
造

設
備

基
準

や
経

過
的

な
療

養
病

床
の

類
型

の
人

員
配

置
基

準
に

つ
き

、
適

切

な
対

応
を

図
る

と
と

も
に

、
今

後
の

推
移

も
踏

ま
え

、
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
も

含
め

各

般
に

わ
た

る
必

要
な

転
換

支
援

策
を

講
ず

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
進

捗
状

況
を

適
切

に
把

握

し
、

利
用

者
や

関
係

者
の

不
安

に
応

え
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

老
人

保
健

施
設

等
必

要
な

介
護

施
設

及
び

訪
問

看
護

等
地

域
ケ

ア
体

制
の

計
画

的
な

整
備

を
支

援
す

る
観

点

か
ら

、
地

域
ケ

ア
を

整
備

す
る

指
針

を
策

定
し

、
都

道
府

県
と

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
療

養

病
床

の
円

滑
な

転
換

を
含

め
た

地
域

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
や

退
院

時
の

相
談

・
支

援
の

充
実

な
ど

に
努

め
る

こ
と

。
さ

ら
に

、
療

養
病

床
の

患
者

の
医

療
区

分
に

つ
い

て
は

、

速
や

か
な

調
査

・
検

証
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

き
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

見
直

し
を

行

う
こ

と
。

8
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事
例

数
平

均
在

院
日

数
（
Ａ

）
に

対
す

る
減

少
率

連
携

パ
ス

導
入

前
（
H

11
.1

～
12

）
７

２
例

２
８

．
５

日
（
Ａ

）
－

連
携

パ
ス

導
入

後
（
H

13
.1

～
8）

７
７

例
１

９
．

６
日

約
３

１
％

減

連
携

パ
ス

導
入

後
（
H

15
.1

～
H

17
.1

）
４

２
３

例
１

５
．

４
日

約
４

６
％

減

事
例

数
平

均
在

院
日

数
（
Ｂ

）
に

対
す

る
減

少
率

連
携

パ
ス

導
入

前
（
H

15
）

５
５

例
９

０
．

８
日

（
Ｂ

）
－

連
携

パ
ス

導
入

後
（
H

16
）

５
３

例
６

７
．

０
日

約
２

６
％

減

①
急

性
期

病
院

に
お

け
る

平
均

在
院

日
数

の
変

化
②

連
携

先
病

院
（
あ

る
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
）
に

お
け

る
平

均
在

院
日

数
の

変
化

入
院

手
術

訓
練

開
始

転
院

・
退

院

①
急

性
期

病
院

訓
練

目
標

を
順

次
達

成

機
能

の
回

復
退

院

②
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

病
院

院
内

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
（
①

②
の

病
院

で
共

有
）

熊
本

市
で

の
取

組
実

績

（
急

性
期

リ
ハ

）
（
回

復
期

リ
ハ

）
（
例

え
ば

受
傷

前
の

レ
ベ

ル
回

復
を

目
標

）

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
イ

メ
ー

ジ

8
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【
回

復
期

・
亜

急
性

期
】

【
急

性
期

】

在
宅

で
の

生
活

地
域

の
救

急
医

療
の

機
能

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
機

能

必
要
に
応
じ

要
介
護
認
定

生
活

リ
ハ

を
含

め
た

療
養

を
提

供
す

る
機

能

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
機

能
の

あ
る

施
設

（
ケ
ア
ハ

ウ
ス
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
等
）
で

の
生

活

退 院
退

院

疾 病 の 発 症

退 院 （ 所 ）
退

院

脳
卒
中
の
場
合
の
医
療
連
携
体
制
の
イ
メ
ー
ジ

か
か

り
つ

け
医

機
能

（
※

）
（
診

療
所

・
一

般
病

院
等

）

在
宅
医
療
（
継
続
的
な

療
養
）
管
理
・
指
導

（
退

院
調

整
）

（ 転 院 調 整 ）

（
退

院
調

整
）

（ 転 院 調 整 ）

（
退

院
調

整
）（ 退 院 調 整 ）

※
急

性
期

、
回

復
期

、
療

養
期

等
各

機
能

を
担

う
医

療
機

関
そ

れ
ぞ

れ
に

か
か

り
つ

け
医

が
い

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
が

、
こ

こ
で

は
、

身
近

な
地

域
で

日
常

的
な

医
療

を
受

け
た

り
、

あ
る

い
は

健
康

の
相

談
等

が
で

き
る

医
師

と
し

て
、

患
者

の
病

状
に

応
じ

た
適

切
な

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
こ

と
を

は
じ

め
、

常
に

患
者

の
立

場
に

立
っ

た
重

要
な

役
割

を
担

う
医

師
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

。
8
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移
行

期
安

定
期

終
末

期

高
齢

者
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

新
た

な
取

組
の

推
進

高
齢

者
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

新
た

な
取

組
の

推
進

※
肺

ガ
ン

に
よ

り
入

院
。

手
術

等
の

治
療

後
に

退
院

し
、

在
宅

で
の

抗
癌

剤
治

療
、

酸
素

療
法

等
を

継
続

し
つ

つ
、

在
宅

で
の

看
取

り
を

希
望

す
る

例

・
住

み
慣

れ
た

場
で

最
期

を
迎

え
る

こ
と

を
選

択
で

き
る

よ
う

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

の
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

・
入

院
か

ら
在

宅
で

の
療

養
へ

の
円

滑
な

移
行

を
促

進
す

る
。

・
患

者
及

び
家

族
が

安
心

で
き

る
よ

う
な

２
４

時
間

対
応

可
能

な
体

制
を

確
立

す
る

。

対 応 の 方 向

(
緊
急
時
の
対
応
）

○
複
数
の
医
師
の
連
携
に
よ
り

常
時
往
診
、
常
時
緊
急
入
院
を

可
能
と
す
る
体
制
を
強
化

退
院

入
院

○
複
数
の
医
療
機
関
等
の
連

携
に
よ
り
、
在
宅
に
お
け
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
一
層
推

進 ○
多
様
な
居
住
の
場
に
お
け

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
推
進

(
介
護
保
険
と
の
連
携
強
化
）

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
と
い
っ
た
多
様
な
居
住
の

場
で
の
在
宅
医
療
を
充
実

○
医
師
、
看
護
師
等
医
療
職
種

と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
の

多
職
種
の
連
携
の
一
層
の
促
進

○
退
院
後
の
在
宅
医
療
を
担

当
す
る
医
師
、
看
護
師
等
と

病
院
等
と
の
連
携
を
強
化
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在
宅
療
養
支
援
拠

点
イ

メ
ー

ジ
在
宅
療
養
支
援
拠

点
イ

メ
ー

ジ
～～

地
域
で
支
え
る
ケ
ア
の
構
築

地
域
で
支
え
る
ケ
ア
の
構
築
～～

病
院

病
院

老
人

保
健

施
設

老
人

保
健

施
設

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

在
宅

復
帰

の
支

援
在

宅
復

帰
の

支
援

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

終
末

期
を

含
め

た
終

末
期

を
含

め
た

在
宅

に
か

わ
る

生
活

在
宅

に
か

わ
る

生
活

通
所

リ
ハ

通
所

リ
ハ

連
携

連
携

連
携

連
携

連
携

連
携

後
方

支
援

後
方

支
援

後
方

支
援

在
宅

在
宅

（
自

宅
、

ケ
ア

ハ
ウ

ス
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

（
自

宅
、

ケ
ア

ハ
ウ

ス
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

）

在
宅

療
養

支
援

拠
点

居
宅

介
護

支
援

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
事

業
所

外
来

診
療

外
来

診
療

訪
問

診
療

訪
問

診
療

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

デ
イ

ケ
ア

デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

セ
ン

タ
ー

訪
問

介
護

訪
問

介
護

事
業

所
事

業
所

訪
問

看
護

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
テ

ー
シ

ョ
ン 訪

問
看

護
訪

問
看

護

訪
問

介
護

訪
問

介
護
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